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  年年度度のの初初めめににああたたっってて  

暖かな春の日に、始業式（４／６）、入

学式（４／７）を行い、新入生１６０名を

加え、全校生徒 491名で新年度をスタート

することができました。入学式の式辞とし

て以下のような話をさせてもらいました。  

========================= 

（前半略）…さて、皆さんは今までにも

大きく成長して今日を迎えていますが、こ

れからの中学校生活で心身ともに大きく成

長してもらいたいと思っています。 

そんな中、皆さんの身体は何からできて

いますか、という話をしたいと思います。  

これは、北原照久（きたはらてるひさ）

さんというおもちゃのコレクターとしてテ

レビの「開運なんでも鑑定団」などで有名

な方の言葉なのですが、紹介します。 

まず、「人の身体は、食べたも
ので作られる。」です。それはそうだ
と思った人も多いことでしょう。生まれて

からみなさんが今日まで食べてきたもの

が、血となり肉となって今の皆さんの身体

を作っています。皆さんが今日まで体が成

長してきたのも皆さんの食事を用意してく

れている人がいるからです。とてもありが

たいことですよね。感謝の気持ちを忘れな

いでください。また物を食べることは健康

を維持するためにも大切なことです。 

では、人の心は何からできているのでし

ょうか。 

北原さんの答えは、「人の心は、聞
いた言葉で作られる。」です。「言
葉で作られる」といってもわかりにくいか

もしれないですね。みなさんは家族、友達、

学校の先生や地域の人々など様々な方々の

言葉を聞いてきました。人に褒められたり

感謝の言葉を聞くと当然うれしいですし、

そのような環境や経験を重ねていけば豊か

な心が作られるでしょう。ただし、言葉に

は否定的な言葉や汚い言葉というものもあ

ります。悪口などのそのような言葉ばかり

聞いていたら心は知らず知らずにマイナス

の感情に支配されてしまいます。だから「人

の心は、聞いた言葉で作られる。」だとい

うのです。 

では、「人の未来は、何からできるので

しょうか。」 

答えは、「人の未来は、話した言
葉で作られる。」です。 

みなさんが「こんなことをしたい。」「将

来はこんな人になりたい。」と自分の思い

や夢を語ったとき、その言葉を否定せずに

とことん聞いてくれる人がいれば、きっと

その理想に向かってチャレンジしていこう

という気持ちになれるでしょうし、応援す

る言葉が聞けたらとても心強いはずです。 

ただ、ここで皆さんにきちんと受け止め

ておいてもらいたいことがあります。皆さ

んが話した言葉を一番聞いている人はだれ

でしょうか。それは間違いなく自分自身で

す。さらに自分自身には、口には出してい

なくても、考えている言葉までわかってし

まいます。自分に対して、他人に対して「無

理」、「やだ」、「嫌い」などの言葉ばか

り口にしたり考えていたり、ＳＮＳなので

発信していたら、未来だけでなく自分の心

も成長できなくなってしまいます。 

中学校は集団生活の場ですから、いつで

も自分のやりたいようにやりたいことがで

きるわけではありません。時には我慢をす

ることが必要な場面もあります。辛いこと、

大変なこともあるかと思いますが、どうか

否定的な言葉や汚い言葉を発するのではな

く、自分の心も周りの人の心も元気になる

前向きな言葉を発して一歩一歩未来へ進ん

でいってもらいたいと思います。 

そんな中学校生活が送れるように校長の

私も応援しますし、先生方も先輩方も応援

しています。 
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